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一  般  質  問  通  告  書 

 

 今定例会に下記要旨の一般質問を行いたいので、会議規則第５９条第２項の規定により

質問通告書を提出します。 

 

記 

 

        3枚のうち 1 枚目  
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１ 政策経営行政 

 

２ 教育指導行政 

 

 

 

 

 

１ 超少子高齢社会に対する対応について 

1966年（昭和 41年）日本の合計特殊出生率は、1.58という驚くべ

き低い数値を示した。この年は丙午で歴史的に出生数が減少する傾向

が強く、その後 2.0近くまで回復し、第２次ベビーブームもあって、

少子化については、社会的には大きな問題にはならなかった。 

しかしながら、1989 年（平成元年）には、丙午の年を下回る 1.57

に低下し所謂「1.57 ショック」という言葉が叫ばれ、政治家もマス

コミも社会も、大きな問題とし、議論がわいた。 

当時、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）が、もし出生率が

1.45 で続くと日本の人口は減少し、3000 年には日本の人口はほぼ０

となり、日本人絶滅、日本人は日本にひとりも居なくなるという人口

推計が出された。 

以後、１年有余、少子化問題は政治の大きな課題として取り上げら

れてきた。しかし「ひとりでも多く子どもを産んでほしい」「最低３

人は」等と発言すると、「女性蔑視だ」「軍国主義につながる」という

非難にさらされ、政治家は口をとざし、その上、性の多様化、性的マ

イノリティを守ろうという美辞麗句の下、全国の自治体の中には、こ

うした傾向を自重するかのような法律や条例が制定され、あたかもＬ

ＧＢＴを擁護し、助長するものと思う。 

 以下、質問をする。 

①工藤副区長は、第一回定例会の予算特別委員会で、足立区は出生

率 1.4を目標にしていると答弁したが、その真意は。 

②ＬＧＢＴについては、人それぞれの生き方であるから、非難する

気持ちはないが、正常な結婚をし、子どもを産み育てることは、

人として最も崇高な使命であると思う。 

学校教育の中で、子ども達にしっかり伝えるべきと思うがどう

か。 
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（１）介護保険について 

  介護保険は所得の低い高齢者を支える重要な制度である。制度を

維持していくため、全区民の強い自覚と覚悟が必要であると思い、

以下問う。 

①介護士等の待遇改善をしなければ「保険あって介護なし」という

状況になる。介護士等の待遇改善はどうなっているのか。 

②第８期の介護保険料は最低限の保険料の値上げにとどめたいと

思う。保険料をあまり高くする事は、保険制度は守れても低所得

者の生活を破壊してしまう危険があると思うがどうか。 

③保険制度を守り、保険料負担が過重にならないためには、制度の

抜本的改正が必要と思う。 

  ア 第１号被保険者の年齢を 65歳から 70歳に引き上げる。 

  イ 第２号被保険者の保険料を 2,000 円から、2,500 円～3,000

円に引き上げる。 

  ウ 第２号被保険者の年齢を 40歳から 25歳以上に引き下げる。 

   以上３点については、厳しい反対が予想されるが、低所得者の

介護を守るために、国に対して強く要望していくべきと思うがど

うか。 

④介護士等の待遇改善をしなければ、介護士に成り手がない。介護

士確保のために、区として打ち出せる方法は何か。 

 

（２）特別養護老人ホームについて 

①現在Ａランクの特別養護老人ホームの待機者は 1,200 余名いる

が、10 年位のスパンでの計画を立案し、今後の介護保険計画に

実施プランをたてていくべきと思うがどうか。 

 

（３）生活保護の適正受給について 

  生活保護は人生最後のセーフティネットであり、この制度の充

実・維持が必要と考える。 

①不正受給者に対しては、一層厳格な対応が必要と思うがどうか。 

②生活保護費の中で、医療扶助の額が増加傾向にある。ジェネリッ

ク医薬品使用を義務化する等、医療費削減に努力すべきと思うが

どうか。 

③働ける状況にあるのに働かない受給者に対して、自立支援を促進

し、保護打ち切りを視野に入れた法律の改正が必要と思うがどう

か。 
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 ４ 衛生行政 （４）医療行政について 

  先日、がんの早期発見のため、メタロバランス検査（がんリスク

スクリーニング検査）について、厚生委員協議会で勉強会を開催し

た。一度の採血で９種類のがんのリスクを判別が出来、しかも 70％

～90％を超える早期がん・進行がんの発見が出来るという画期的な

ものである。 

  がんの早期発見により、ほとんどのがんは、完治出来るものと言

われている。 

  現在、このほかにも東芝を中心としたマイクロＲＮＡ検査の実証

実験が進行中であり、令和３年度を目途に開発中である。 

  足立区もこうした事業に積極的に参画して死亡者の最も多いが

んの克服に取り組むべきと思うがどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


